
ArcViewで自分達の学校があるつくばの
変遷を解析
明治 16 年作成の美しいフランス彩色のつくば地形図の復刻版を見たときに、現在から 120 年前のつくばが一体

どんなところだったのかという思いが膨らんだ。生徒たちはそんな思いを胸にGISでつくば変遷の解析に挑戦した。
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明治16年の2万分1地形図

図2.明治期の幹線道の残存

つくば中心部：計画的に新たに作られた道

つくば周辺部：明治期の道が残っている

明治16年の幹線道

齊藤教諭

並木高校では、平成10年度卒業生の有志が並木高校周辺の模型を、平

成11年度卒業生の有志がつくば周辺の立体模型を在学中に作成する

という取り組みが行われた。これらの模型は生徒ホールと呼ばれるフ

リースペースに飾られ、普段からそれらを見る後輩達は、自分達もあと

につながる取り組みをしてみたいと考えていた。

並木高校は、平成15年度に茨城県ハイスクールアクティブサイエンス

の指定を受けていた。また、ESRIジャパン主催の「教育におけるGIS利

用支援プログラム」にも参加し、ArcViewの無償提供を受けていた。あ

る時、GIS研究会の顧問である齊藤教諭は、明治16年作成のフランス

彩色によるつくばの地形図の復刻版を生徒達に披露した。その地形図

は大変美しく彩色されており、それを見た生徒達は、自分達の住んでい

るつくばという街が明治期には一体どんな景観であったのであろうと想

像してみた。その地形図をじっくり眺めてみると、現在、並木高校が立地

している周辺にはかつて湿地があってそこが現在公園敷地になってい

ること、現在のつくばの中心部は松林であったことなどを読み取ること

ができた。生徒達は、これまでの卒業生達に負けない研究をしてみよう

と考え、現在から120年前の明治16年（1883年）の地形図をベース

に、その後のつくばがどのような変遷を続けてきたのかを探ってみるこ

とに決めた。

本プロジェクトが始まった2003年は、明治16年と現在の道路、水、緑

の比較を行うこと及び平成16年度以降の研究のためのベースとなる

地図の作製に絞って開始した。

研究成果

1．明治16年と現在の変化
120年前の明治16年（1883）と
現在の道路の比較を行った。東大
通り、西大通り、土浦学園線、北大
通り、南大通りなどは、つくば中心
部に計画的に作られた幹線道路
であり、それまで道がなかった場
所に直線的に引かれたことが分か
る。一方、つくば周辺部の細い道
路が残っている地区では明治期
の幹線道が今も残っていることが
分かる。現地調査にて明治期の景
観が残された道を発見できるかも
しれない。

GISでの研究目的

生徒達は、目的を持ってつくば変遷の研究を行った。
● 明治16年から現在までのつくばの変遷を、GISを利用して解析する。
● つくばをフィールドとした今後の地域研究及び環境調査等に

  利用できるベースマップを作成する。

研究方法

① 地図データの入手
 紙地図
● 明治前期測量・2万分の1フランス式彩色地図
 （http://www.jmc.or.jp/map/jmc/france.html）
● 2万5千分の1地形図
 （http://www.jmc.or.jp/map/gsi/25k.html）
● 都市変遷地図「地図で見るつくば市の変遷　5枚組」
 （http://www.mapdo.com/price5.html）
 デジタル地図データ
● 数値地図25000（空間データ基盤）
● 数値地図25000（地図画像）
● 数値地図25000（地名・公共施設）
● 数値地図25000（行政界・海岸線）
● 数値地図50mメッシュ（標高）
 （http://www.jmc.or.jp/data/gsi.html）
 IKONOSデータ（1m解像度）
● つくば市周辺（ステレオ）
● つくば市（2）周辺（カラー）
 （http://ikonos.sfc.keio.ac.jp）

② 地形図のイメージスキャナによるデジタル化
A4版サイズに収まる地図は学校のイメージスキャナで、大判の地図に
関しては、独）国立環境研究所のA0版のイメージスキャナにて地形図
のデジタル化を行った。

③ 地図データの幾何補正
スキャニングした地図画像は、地理的座標がないので画像上での距離・
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同校は、昭和５９年（１９８４）開校，創立２１年目のまだ比較的若い学校であり、国
や民間の大学・各種研究機関が立ち並ぶ頭脳都市・筑波研究学園都市の一角、豊
かな樹木に囲まれた閑静な環境の中にある。校訓「自制，自律，自尊」のもと，教育方
針として「未来を切り拓く人材の育成」「生徒一人ひとりを大切にした教育の推進」
「地域に信頼され，夢を提供する学校づくり」を掲げた教育を邁進している。

GIS学習風景独）国立環境研究所研究員亀山哲氏に

指導を受ける。

つくばの変遷に関する研究

面積計測及び地図の重ね合せができない。そのため、既に地理座標を
持っている数値地図と幾何補正済みのIKONOS画像で幾何補正を
行った。

④ 地図データからの情報抽出
明治期と現在との道路、水、緑の変化を探るためにはラスターデータで
ある地図画像から、道路（ライン）、川（ライン）、緑地（ポリゴン） 等を抽
出する必要があった。そのため、ArcView8.2を用いてベクトルデータ
を作成した。

校内に残る松が並木高校の敷地は以前松林であったことを予想させる

が、明治期の地形図からもそれが読

み取れた。また、現在並木高校の脇を

流れる水路の元となったと考えられ

る水の流れが確認できた。昭和47年

から昭和52年の間に東大通りができ

たり、研究所が移転してきたり、開発

が進んだことを読み取ることができ

た。

今後の課題

並木高校では、今後もGISを用いた研究活動を続けていく予定である。
2003年度は、初年度ということもあって、データ入力以前のところで時
間をかけてしまい、明治16年と現在の道路、水、緑の環境変化の比較は、
道路しか十分に行うことができなかった。また、道路の比較においても地
図データだけで終わってしまった。

2004年度は、明治16年との比較するデータとして他の時期（昭和37
年、47年、52年等）の地形図データも入力すること、また、実際に現地調
査を行い、明治期の町並みが残っている場所を探し出し、その景観を画
像に残していくことも行ってみたい。

その他にも2003年度の研究において現
在のつくばのベースマップが完成したの
で、当初の予定通り、環境調査なども行
い、その結果を地図化することや、平成
2005年に開通するつくばエクスプレスの
ルートを入力し、開通によりつくばがどの
ように変貌を遂げていくかを検証していき
たいと考えている。

2．並木高校周辺の変化

明治16年(1883)、昭和35年（1960）、昭和47年(1972)、昭和52年

(1977)、平成7年（1995）の学校周辺の比較を行った。昨年11月に創

立20周年を迎えた並木高校は平成7年の地図にはじめて現れている。


